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平成３０年度 第６回沼田市市民構想会議の概要について 

 

 

１  日   時   平成３０年１１月２０日（火）午後２時から午後４時４５分  

２ 場  所   沼田市役所第二会議室  

３ 出  席  者   大平孝雄委員、小林和幸委員、中澤 均委員、桑原幸夫委員、  

木村敬史委員､太田あや子委員、松井孝夫委員、吉野君枝委員、 

峯川卓美委員、高木一雄委員、角田郁夫委員、沼田康子委員､  

佐山春樹委員 （13 名／24 名）  

４ アドバイザー 篠田 暢之氏  

５ 沼  田  市   五十嵐副市長、藤塚市民部長、小林健康福祉部長、宇敷都市

建設部長、小菅産業振興課長、山口観光交流課長  

   （事務局：石井企画課長、武井企画係長）  

６ 配付資料  

○次第  

○第５回沼田市市民構想会議の概要について  

○第５回沼田市市民構想会議概要〔要約〕  

○「人口減少」に関する主な意見  

７ 内  容 

（１）開  会（事務局） 

（２）会長あいさつ（木村敬史会長） 

（３）沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略の効果検証について 

【審査概要】 

  ○ＫＰＩ達成に向けた推進状況や取組の妥当性などについて、大目標ごとに、

ご意見を伺った。 

【質疑項目】 

  ○効果検証に係る質疑項目等一覧（４頁）のとおり 
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【結  論】 

  ○効果検証でいただいたご意見については各担当課に伝達し、ＫＰＩや取組 

内容等の見直しについて検討することとした。 

（４）議  題 

１）前回の会議結果について 

  ○沼田高校の尾瀬室について、活用方法等の情報があればご提供願いたい。 

（松井孝夫委員） 

２）人口減少対策に関する意見について 

【協議経過】 

  ○各委員から提出された「人口減少対策」に関する意見をもとに、現状と課

題、あるべき姿、改善策などについて議論した。 

【主な意見】 

 ○これまでの成長・拡大路線から縮小均衡社会となることへの住民の意識転

換を図るとともに、まちを愛する住民の意識喚起が必要である。 

 ○自然と乖離した生活スタイルが人口減少の大きな原因となっているのでは 

ないか。 

○若者が沼田を離れないことを考えることも重要であるが、進学や就職で 

沼田を離れた人が安心して、再び戻って来られる仕組みも必要である。 

  ○人口減少が進む中では就労人口の減少が大きな課題であるため、65 歳以上 

の方の保育士、介護士の資格取得を行政が支援し、介護や育児にとられて 

いた人的資源を、就労人口に呼び戻す取り組みを考えてはどうか。 

  ○福祉介護関係に携わる外国人就労者について、受入れ、教育、就労、定着 

   迄を、一連のサイクルとした仕組みを考えてはどうか。 

  ○沼田を訪れた方がここに住みたいと感じていただくためには、ここに住む

人が皆幸せであると感じていただくことが重要であるため、まずは住む人

が快適に暮らしやすくするためには、どうしたら良いのかを考えるべきで
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ある。 

 

  ○人口減少対策を考えるにあたっては、市街地だけ人が住めれば良いという 

ことではなく、市街地以外を含めた沼田市全体の課題として考えていく 

べきである。 

  ○人口減少対策は、結局のところ人口の奪い合いであり大胆な発想転換によ 

り、施策を打ち出していくことも重要である。 

  ○移住、定住について、積極的にアプローチする部分も重要であるが、選択 

されるという部分も非常に大きな要素である。 

  ○人口減少に伴って近所付き合いが希薄になっており、高齢者が孤独化する 

傾向にあるため、老人クラブを見直すなど、孤独化している高齢者と社会 

を結び付ける取り組みを考える必要がある。 

３）提言に向けた検討について 

【協議経過】 

  ○提言書の作成にあたり、これまで議論してきた「食と農業振興」、「観光振

興」、「人口減少対策」の３つのテーマのとりまとめ方法について議論した。 

 【結  論】 

○人口減少を中心軸として農業振興､観光振興を取りまとめて､一本化する 

方向で進めていくことが確認された。 

 ４）その他 

  ○今後の会議日程を次のとおり確認した。  
   ・第７回会議 １２月１９日（水） 午後２時 沼田市役所  第二会議室 

   ・第８回会議  １月２２日（火） 午後２時 沼田市役所  第二会議室 

（５）閉  会（事務局）  
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沼田市まち・ひと・しごと創生総合戦略効果検証に係る 

質疑項目等一覧 

（ 2018.11.20 沼田市市民構想会議） 

№  
調書  

(頁 ) 
内        容  質問者 

1 2 
【 KPI】地域産業情報のメディア掲載数 

【 KPI】首都圏・大都市での展示会出展回数 
佐山委員 

2 2 【 KPI】地域事業者での地域雇用者数 角田委員 

3 6 【 KPI】新たな販路開拓  佐山委員 

4 10 【 KPI】創業支援計画の策定及び認定件数 佐山委員 

5 16 【 KPI】福祉産業事業者等の増加 佐山委員 

6 20 
【 KPI】セミナー開催数  

【 KPI】事業者売上の増加 
佐山委員 

7 21 【 KPI】職場環境の改善・整備 佐山委員 

8 17 【関連事業】低炭素社会の構築 角田委員 

9 6 【関連事業】安心でおいしい！ぬまたの特産品推進事業 高木委員 

10 21 【 KPI】審議会等の女性委員登用率 沼田委員 

11 25 【 KPI】市ホームページアクセス数 佐山委員 

12 25 【取組内容】 Wi-Fi 環境の整備、公衆無線 LAN の整備  角田委員 

13 29 

【 KPI】観光売り上げ 

【 KPI】地域「食」商品取扱店の増加 

【 KPI】「真田の里 沼田」の認知度 

佐山委員 

14 32 【 KPI】外国人来訪者数  角田委員 

15 33 
【関連事業】（仮称）利南運動広場整備事業 

【関連事業】観光宣伝事業 
松井委員 

16 36 【 KPI】移住コンシェルジュの配置 佐山委員 

17 40 【 KPI】お試し住宅利用者数 
佐山委員 

沼田委員 

18 39 【 KPI】空き家バンク登録数 角田委員 

19 33 【 KPI】フェンシング教室の開催 ―  

22 全体  

【その他】効果検証の手法のあり方（ＫＰＩの達成状況

によるランク付けなど）について 

【その他】ＫＰＩの明確化（数値化）について  

大平委員 

佐山委員 

20 56 【取組内容】介護予防スタジオ、交流サロン 角田委員 

21 69 【 KPI】消防団員の確保  ―  

 


